
 

 

 

令和６年１月２５日 

株式会社 中国銀行 

 

「Ｊ－クレジット運営管理業務」の開始について 

 

  中国銀行（岡山市北区丸の内一丁目１５番２０号  頭取 加藤 貞則）は、令和６年１月

２２日（月）より全国の銀行で初めて太陽光発電によるＪ－クレジット運営管理業務を開

始しております。 

 当行がおこなうＪ－クレジット運営管理業務は令和５年１１月１６日（木）に実施され

た第５７回Ｊ－クレジット制度※１認証委員会にて登録が認められた「中国銀行の営業エリ

ア内の一般家庭および全国の事業所における太陽光発電設備の導入によるＣＯ２排出削減

事業」によるＪ－クレジットの創出プロジェクトです。 

 銀行がＪ－クレジット運営管理者に登録されたのは第５７回の認証委員会が初めてであ

り、その中でも太陽光発電によるＪ－クレジット創出プロジェクトの運営は、全国の銀行

で初の取組みとなります。 

 

※１ Ｊ－クレジット制度とは、環境への取組みによる温室効果ガス排出削減量や吸収量を 

   日本政府が「Ｊ－クレジット」として認証する仕組みのこと。発行されたＪ－クレジ 

ットは、他の企業との間で取引することができ、Ｊ－クレジットの購入者は自身の温 

室効果ガス削減目標の達成等に活用が可能です。 

 

 

 



１．プロジェクトの概要 

  

 

 

 

 

 

 

 

   今回開始する「ちゅうぎんカーボンクレジットクラブ」で取組むプロジェクトは一

般家庭・事業所における太陽光発電設備の導入によるプロジェクトです。当行の営業

エリア内にある一般家庭や全国の事業所へ自家消費型の太陽光発電設備を導入するこ

とで、それまで使用していた化石燃料由来の電力と比べて二酸化炭素排出量が削減さ

れます。 

   この削減量をＪ－クレジットに変え、当行はその売却による収益を新たな環境への

取組みへと還元します。会員となるお客さまは、この取組みを通じて地域社会のカー

ボンニュートラルの達成に貢献することになります。 

   また本プロジェクトでは複数の温室効果ガス削減に向けた取組みをまとめて申請す

る「プログラム型」を採用しています。この仕組みにより、１家庭や１社単独ではＪ

－クレジット創出が難しいような小規模な削減活動からでも、Ｊ－クレジットを創出

することが可能となります。 

   この取組みを通じて、当行は環境価値の地産地消を進め、地域社会のカーボンニュ

ートラル実現を目指します。 

 

２．業務提携について 

   本業務開始にともない、Ｊ－クレジットの創出支援および販売業務において国内有

数の知見を有する「株式会社バイウィル」と業務提携をおこないました。当行は、株

式会社バイウィルと共に、本サービスを通じてお客さまの脱炭素経営を支援し、企業

価値の向上ならびに地域の脱炭素社会の実現に貢献してまいります。 

 

 

 



３．提携先について 

企業名 株式会社バイウィル 

代表者 代表取締役ＣＥＯ 下村 雄一郎 

代表取締役ＣＯＯ 伊佐 陽介 

所在地 東京都中央区日本橋２－３－２１ 群馬ビル６階 

事業内容 ・環境価値創出支援事業（クレジット創出） 

・環境価値売買事業（クレジット調達・仲介） 

・脱炭素コンサルティング事業 

・ブランドコンサルティング事業 

ＵＲＬ  https://www.bywill.co.jp 
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